
注

(2
)
参
照
)
、
同
年
九
月
、
朝
鮮
国
を
辞
し
た

(世
祖
三
年
九
月
甲

戌
の
条
)
が
、
天
順
三
年
正
月
に
朝
鮮
国

に
対
し
、
さ
き
に
う
け
た
書

契
と
礼
物
を
対
馬
島

で
奪
わ
れ
た
む
ね
訴
え
て
き
た

(世
祖
五
年
正
月

癸
巳
の
条
)。
朝
鮮
国
は
対
馬
島
主

を
叱
責
し
た
(同
年
正
月
戊
戌

の
条
)

が
、
対
馬
側
は
こ
れ
を
事
実
無
根

と
回
答
し

(同
年

八
月
乙
丑
の
条
)
、

朝
鮮
側
も
こ
れ
を
了
解
し
た
(同
年

八
月
壬
申

の
条
)
。
道
安
が
こ
れ
以

降
、
朝
鮮
国
に
使
し
た
記
録
は
な

い
。
天
順
元
年

(
一
四
五
七
)
と
本

文
書

の
成
化
三
年

(
一
四
六
七
)

と
の
時
間
的
ひ
ら
き
は
大
き
い
が
、

諸
経
緯
を
経
て
、
道
安
が
礼
物
を
琉

球
国

へ
納
付
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

(4
)
金
剛
経
　

金
剛
般
若

(波
羅
蜜
)
経
、

一
巻
。

一
切

の
存
在
の
空
、
無

我
を
説
き
、
禅
宗
で
重
ん
じ
ら
れ

る
。
水
野
弘
元
他
編

『仏
典
解
題
事

典
』
春
秋
社
、

一
九
七
七
年
。
な

お
こ
の
他

の
仏
典
の
解
題
は
、
こ
の

著
な
ら
び

に

『仏
書
解
説
大
辞
典
』

大
東
文
化
社

昭
和
十
年
、
東
国

大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
編

『韓

国
仏
書
解
題
辞
典
』
国
書
刊
行
会

一
九
八
二
年
、
に
よ
る
。

(5
)
起
信
論
　

大
乗
起
信
論
。
理
論
と
実

践
の
両
面
か
ら
大
乗
仏
教
の
中
心

的
思
想
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
仏
教
史
上
き
わ
め
て
重
要
な
書
物
と
い

わ
れ
る
。

(
6
)

円

教

経
　

不

詳

。

あ

る

い
は

円

覚

経

〔
三

九

-
〇

六

〕
注

(
13

)

の
誤

り

か

。

(7
)
四
教
儀
　
天
台
四
教
儀
。
高
麗
の
僧
諦
観

の
著
。
天
台
教
学

の
入
門
書

と
し
て
中
国
で
も
広
く
流
布
し
た
。

(8
)
心
経
　

般
若

(波
羅
蜜
多
)
心
経
。

(9
)
翻
訳
名
義
　

翻
訳
名
義
大
集
。
九
世
紀
に
チ
ベ
ッ
ト
で
編
集
さ
れ
た
基

本
訳
語
集
。

(10
)
画
鼓
　

仏
具
と
し
て
の
太
鼓

に
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
が
、
打
面
に
絵
を
画

く
も
の
に
は
、
大
形
の
火
?
太
鼓

の
他
に
、
直
径
三
、
四
十
セ
ン
チ
の
、

手
に
持

っ
て
用

い
る
懺
法
太
鼓
が
あ
り

(『仏
具
大
辞
典
』
鎌
倉
新
書
、

昭
和
五
七
年
)
、
後
者
を
指
す
か
。

(11
)
小
鐘
　
喚
鐘
と
も

い
い
、
形
は
梵
鐘
に
似
る
が
、
小
型
で
仏
殿
に
懸
け

て
お
く

(有
賀
要
延
編

『仏
教
法
具
図
鑑
』
国
書
刊
行
会
、
平
成
五
年
)。

(12
)
鉸
鐃
　

鈴

に
似
た
か
ね
。
舌
が
無
く
、
寛
や
か
な
孔
に
半
ば
さ
し
こ
ま

れ
た
柄
で
音
を
発
す
る
。
鉸

は
は
さ
み
、
ち
ょ
う

つ
が

い
の
意
。
な
お

鐃
に
は
こ
の
他

に
、
銅
鐃

と
呼
ば
れ
る
?

(シ
ン
バ
ル
状
で
二
つ
打
ち

合
わ
せ
て
使
用
す
る
)
と
同
様

の
も
の
が
あ
る
。

(
13

)

油
?
　

厚

手

の
油

紙

。

(
14

)

番
　

枚

。

紙

を
数

え

る

数

詞

。

(
15

)

正

布
　

麻

布

。

1-39-06

朝
鮮
国
王
李
■

よ
り
琉
球
国

王
あ
て
、
返
礼

の
書
簡
と
別
幅

(
一
四
六
七
、
八
、

一
九
)

朝
鮮
国
王
李
■
、
琉
球
国
王
殿
下
に
奉
復
す
。

緬

か
に
惟
う

に
、
貴
邦
、
自
来
世
々
聘

問
を
修

め
、
寡
人

の
継
緒

に
逮
び
、

特

に
信
使
を
遣
わ
し

て
以

て
旧
好
を
講
ぐ
。
第

だ
海
路
夐

か
に
阻

む
に
因
り
、

久

し
く
酬
謝
を
曠

し
く
す
。
今

又
、
遠

く
書
問

を

辱

く
し
、
益
々

信
義
を
敦

く

し
、
感
塊
交
々
并

さ
る
。
?

う
所

の
?
鵡

・孔
雀

は
頃

来
价

の
偶
々

語
る

に
因
り
、
之
逎

ち
異
域

に
求

め
て
送
り
至
れ
る
を
知
る
。
兼

ぬ
る
に
書
籍

・



酒
等
の
物
を
寄
せ
ら
る
れ
ば
、
益
々
厚
意
に
感
ず
。
不
腆

の
土
宜
は
具
に
別

幅

に
在
り
。
領
納
せ
よ
。
余
冀

わ
く
は
自
玉
し
永
好
な
ら
ん
こ
と
を
。

成
化
三
年

(
一
四
六
七
)
八
月
十
九
日

朝
鮮
国
王
李

(
■
)

別
幅

綿
布

一
万
匹
　

綿
紬
二
千
匹

紅
細
苧
布

一
十
匹
　
白
細
苧
布
四
十
匹

黒
細
麻
布
四
十
匹
　
白
細
綿
紬
三
十
匹

人
参

一
百
五
十
斤
　
虎
皮

一
十
張

皮
豹

一
十
張
　

満
花
席

一
十
五
張

満
花
方
席

一
十
五
張

鞍
子
二
面

豹
皮
心
獺
皮
辺
鹿
皮
裏
座
子
二
事

厚
紙

一
十
巻
　

冊
紙

一
百
巻

油
紙

一
十
五
張
　
?

風

一
座

簇
子
二
対
　

石
灯
盞
四
事

油
煙
墨

一
百
丁

紫
石
硯

一
十
面
　

朱
紅
匣
、
錫
硯
滴
、
具
す

黄
毛
有
心
筆

一
百
枝

黄
毛
無
心
筆

一
百
枝

白
摺
扇
二
百
把
　

青
玉
短
珠

一
串

刀
子
四
把
　

毛
鞭

一
十
把

松
子
六
百
斤
　

焼
酒
三
十
瓶

清
蜜
三
十
斗
　
?

燭

一
百
枝

法
華
経
二
部
　

大
悲
心
経
二
部

永
嘉
集
二
部
　

成
道
記
二
部

四
教
儀
二
部
　

円
覚
経
二
部

翻
訳
名
義
二
部
　
楞

伽
経
疏
二
部

阿
弥
陀
経
疏
二
部
　
維
摩
経
宗
要
二
部

観
無
量
寿
経
義
記
二
部

道
徳
経
二
部
　

金
剛
経
五
家
解
二
部

楞
巌
義
海
二
部
　
法

数
二
部

涵
虚
堂
員
覚
経
二
部

金
剛
経
冶
父
宗
鏡
二
部

楞
厳
会
解
二
部
　

高
峯
和
尚
禅
要
二
部

真
実
珠
集
二
部
　
楞

伽
経
二
部

碧
巌
録
二
部
　

水
陸
文
二
部

維
摩
詰
経
二
部
　

法
鏡
論
二
部

真
草
千
字
文
二
部
　
証
道
歌
二
部

心
経
二
部
　

紫
芝
歌
二
部

八
景
詩
二
部
　
浣

花
流
水
詩
二
部

東
西
銘
二
部
　

赤
壁
賦
二
部

趙
学
士
蘭
亭
記
二
部

王
義
之
蘭
亭
記
二
部



注

*
本
文
書
は
、
『李
朝
実
録
』
世
祖
十
三
年

(成
化
三
)
七
月
丙
子
の
条
ほ
か
の

記
事

に
よ
り
、
琉
球
国
王
が
僧
同
照

・東
渾
等
を
遣
わ
し
て
、
鸚
鵡

・大
鶏
・

胡
椒

・
犀
角

・
書
籍

・
沈
香

・
天
竺
酒
等
を
献
じ
た
の
に
対
す
る
返
書
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

『李
朝
実
録
』
に
は
本
文
書

の
礼
物
の
み
記
載
が
あ
る
。

(1
)
継
緒

に
…
信
使
を
遣
わ
し
　
継
緒

は
あ
と
を
受
け
継
ぐ
。
こ
こ
で
は
王

位
の
継
承
。
世
祖
元
年

(
一
四
五
五
)
に
は
琉
球
国
王
の
使
の
道
安
が

錫
・蘇
木
を
献
じ
、
漂
流
人
を
送
還

し
た
(世
祖
元
年
八
月
戊
辰
の
条
)。

こ
れ
以
降
も

『李
朝
実
録
』
に
は
世
祖
三
年

・
四
年

・
五
年

・
七
年
と

遣
使
が
み
ら
れ
る
。

(
2

)

自

玉
　

自

愛

す

る

こ

と

。

(3
)
別
幅
　

こ
こ
に
記
さ
れ
る
礼
物
に

つ
い
て
は
、

『李
朝
実
録
』
世
祖
十
三

年

八
月
庚
戌

の
条
に
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
実
録

に
は
別
幅

の
冒
頭

に

あ
る
綿
布

一
万
匹
と
綿
紬

二
千
匹

の
記
載
が
な
く
、
他
に
も
多
少
の
差

異
が
あ
る
。
又
、
こ
の
莫
大
な
礼
物
に

つ
い
て
は
、
朝
鮮
国
内

で
反
対

が
あ

っ
た

(『李
朝
実
録
』
世
祖
十

三
年
八
月
己
亥
の
条
)。

(4
)
満
花
方
席
　

花
模
様
を
織
り
こ
ん
だ
座
布
団
。

(
3

)

座

子
　

敷

物

。

(
6

)
簇

子
　

掛

軸

。

(7
)
青
玉
短
珠

一
串
　
青
石

(鋼
玉
石

の

一
種
で
青
色
)

の
短
い
数
珠
か
。

串
は
貫

い
て
糸
に
通
し
た
も
の
の
数
詞
。

(8
)
刀
子
　

一
種

の
装
身
具
で
粧
刀
と
も
い
う
。
柄
と
鞘
は
竹

・
木

・
角

・

金
銀

・
玳
瑁

・
琥
珀
な
ど
で
作
り
、

彫
刻
を
ほ
ど
こ
し
、
絹

の
よ
り
糸

で
房
を

つ
け
る
。
優
れ
た
工
芸
品

と
し
て
、
日
本
や
中
国

に
輸
出
す
る

ほ
か
、
使
臣
の
贈
品
に
用

い
ら
れ

た

(田
川
孝
三

『李
朝
貢
納
制
の
研

究
』
東
洋
文
庫
、
昭
和
三
九
年
、
五

六
一
頁
)
。

(9
)
法
華
経
　

妙
法
蓮
華
経
。
天
台
宗

・
日
蓮
宗
な
ど
の
根
本
経
典
。
な
お

こ
れ
以
下

の
仏
典
の
解
題
は

〔三
九
-〇
五
〕
注

(4
)
の
文
献

に
よ
る
。

(10
)
大
悲
心
経
　

(仏
説
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
広
大
円
満
無
碍
)
大
悲
心

(大
)
陀
羅
尼
経
か
。
大
非
心
陀
羅
尼
経
は
千
手
陀
羅
尼
と
も
呼
び
、

千
手
観
音

の
功
徳
を
説
く
。
密
教
や
禅
宗
で
読
諦
さ
れ
る
。

(
11
)
永
嘉
集
　
永
嘉
禅
集
。
唐

の
永
嘉
玄
覚

(?
-
七
一
三

年
)
の
禅
に
関

す
る
文
を
弟
子
が
編
集
し
た
も
の
。

(12
)
成
道
記
　
不
詳
。
釈
尊
の
成
道
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
か
。

(13
)
円
覚
経
　
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
。
北
イ
ン
ド
の
仏
陀
多
羅
の
訳

と
伝
え
る
が
、
中
国
で
選
述
さ
れ
た
偽
経
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い

る
。
宋
代
以
降

の
仏
教
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
特
に
禅
宗
で
重
ん
じ

ら
れ
た
。

(14
)
楞
伽
経
疏
　
楞

伽
経

(後
注

(27
)
参
照
)
の
注
釈
書
。
三
国
新
羅
時

代
の
著
作
で
、
現
存
し
な

い
。

(15
)
阿
弥
陀
経
疏
　
阿
弥
陀
経
は
浄
土
三
部
経

の

一
つ
。
中
国

・
日
本

に
広

く
流
布
し
、
読
誦
経
典
の
随

一
に
あ
げ
ら
れ
る
。
阿
弥
陀
経
疏
に
は
、

新
羅
善
徳
王
代
の
僧
慈
蔵
の
著

で
新
羅
に
お
け
る
浄
土
信
仰
の
起
源
と

な

っ
た
も
の
の
他
、
統

一
新
羅
時
代
に
元
暁

・
円
測
な
ど
が
撰
し
た
も

の
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
現
存
し
な

い

(鎌
田
茂
雄

『朝
鮮
仏
教
史
』

東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
八
七
年
)。

(16
)
維
摩
経
宗
要
　

新
羅

の
元
暁
の
著
、

一
巻
。
維
摩
経

(後
注

(30
)
参

照
)
の
要
点
を
述
べ
た
も
の
。

(17
)
観
無
量
寿
経
義
記
　
隋

の
慧
遠

(五
二
三
-
五
九

二
年
)
の
著
、

一
巻
。

観
無
量
寿
経

(浄
土
三
部
経
の
一

つ
)
の
注
釈
書
。

(18
)
道
徳
経
　

『老
子
』
の
別
称
。



(19
)
金
剛
経
五
家
解
　
金
剛
経

(〔三
九
-
〇
五
〕
注

(4
)
参
照
)
に
つ
い

て
の
傅
大
士
の
賛
、
六
祖
の
口
訳

、
圭
峯
の
纂
要
、
冶
父
の
頌
、
宗
鏡

の
提
綱
を
い
う
。

(20
)
楞

厳
義
海
　
楞

厳
経
義
海

(首
楞

厳
経
義
海
)
三
十
巻
、
宋
の
咸
輝
の

著
。

(21
)
法
数
　
教
理
が
定
型
化
さ
れ
て
、

数
に
よ

っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
。

四
諦

・
六
度

・
十
二
因
縁
な
ど
、

数
を
帯
び

て
解
説
さ
れ
た
教
義
。
明

の

一
如
の

『大
明
三
蔵
法
数
』
な
ど
は
法
数
を
集
め
た
編
著

(中
村
元

『仏
教
語
大
辞
典
』
東
京
書
籍
、

昭
和
五
十
年
)
で
、
そ
の
類
の
書
物

で
あ
ろ
う
。

(22
)
涵

虚
堂
員
覚
経
　

『李
朝
実
録
』

に
は
涵
虚
堂
円
覚
経
と
あ
る
。
涵

虚

堂
は
朝
鮮

の
曹
溪
宗

の
己
和

(
一
三
七
六
-

一
四
三
三
年
)
の
寺

の
小

室

の
名
。
己
和
の
著

に

『円
覚
経
疏
』
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

前
掲
鎌
田
著

二

一
五
頁
。

(23
)
金
剛
経
冶
父
宗
鏡
　
前
注

(19
)

の
う
ち
の
冶
父
の
頌
、
宗
鏡
の
提
綱

か
。

(24
)
楞

厳
会
解
　
楞

厳
経
会
解

(大
仏

頂
首
楞

厳
経
会
解
)

二
十
巻
、
元
の

惟
則
の
著
。

(25
)
高
峯
和
尚
禅
要
　
高
峯
原
妙
禅
師

禅
要
、

一
巻
。
宋

の
原
妙
の
語
を
編

ん
だ
も
の
。

(26
)
真
実
珠
集
　
禅
書

の

一
つ
と
し
て

『仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
名
が
あ
る
。

(27
)
楞

伽
経
　

イ
ン
ド
大
乗
仏
教
思
想

の
代
表
的
経
典
。禅
宗

で
尊
重
す
る
。

(28
)
碧
巌
録
　
仏
果
圜
悟
禅
師
碧
巌
録

。
十
巻
。
宋

の
仏
果
圜

悟

(
一
〇
六

三
-

二

三
五
年
)
が
雪
竇
重
顕

(九
八
〇
-

一
〇
五
二
年
)
の
選
ん

だ
公
案
百
則
の
頌
に
解
説
や
批
評
を
加
え
た
も
の
。
禅
宗
、
特
に
臨
済

宗
で
重
ん
じ
ら
れ
る
。

(29
)
水
陸
文
　

水
陸
儀
文
。
餓
鬼
道

に
落
ち
た
亡
者
や
無
縁
の
亡
者
の
霊
に

飲
食
を
供
す
る
水
陸
会

(施
餓
鬼
会
)
の
儀
礼
を
記
し
た
も
の
。

(30
)
維
摩
詰
経
　

維
摩
詰
所
説
経
。
漢
訳
の
維
摩
経
は
三
種
あ
り
、
そ
の
う

ち
鳩
摩
羅
什
訳
を

い
う
。
空
の
思
想
を
説
く
初
期
大
乗
経
典
。

(31
)
法
鏡
論
　

統

一
前
後

の
新
羅
の
僧
憬
興
の
著
と
い
わ
れ
る
。
現
存
し
な

い

。

(32
)
真
草
千
字
文
　
真
書

(楷
書
)
と
草
書
の
千
字
文
。
千
字
文
は
梁
の
周

興
嗣

(?
-
五
二

一
年
)
撰
。
四
言
古
詩
二
百
五
十
句

一
千
字
か
ら
成

り
、
初
学
者
の
教
本
、
習
字
の
手
本
と
さ
れ
た
。

(33
)
証
道
歌
　

永
嘉
真
覚
禅
師
証
道
歌
。
永
嘉
玄
覚

(前
注

(11
)
参
照
)

が
禅
の
悟
り
を
古
詩
体

で
歌
唱
し
た
も
の
。
禅
の
神
髄
が
流
麗
な
文
体

で
記
さ
れ
て
い
る
た
め
広
く
読
誦

さ
れ
た
。

(34
)
赤
壁
賦
　

宋
の
蘇
軾

(
一
〇
三
六
-

一
一
〇

一
年
)
が
友
人
と
赤
壁

に

舟
遊
し
て
詠
ん
だ
賦
。
前
後
二
編
あ
る
。

(35
)
趙
学
士
蘭
亭
記
　
趙
学
士
は
趙
子
昂
(
一
二
五
四
-
一
三

二
二
年
)
。
元

の
文
人
。趙
子
昂
の
書
に
よ
る
蘭
亭
記

の
拓
本
で
あ
ろ
う
。
『李
朝
実
録
』

で
は

「
趙
学
士
所
書
石
本
」
と

「蘭
亭
記
」
と
が
別
々
に
記
さ
れ
て
い

る
。

(36
)
王
義
之
蘭
亭
記
　

王
義
之

(三
〇
七
?
-
三
六
五
年
?
。
晋
代

の
書
家
)

の
書
。
蘭
亭
記

(蘭
亭
集
序
)
は
晋
の
時
、
当
代
の
名
士
四
十

一
人
が

会
稽
山
陰
の
蘭
亭

に
会
し
て
詩
を
詠
み
、
王
義
之
が
そ
の
序
を
記
し
た

も
の
。
原
本
は
な

い
が
種
々
の
模
本
が
あ
り
、
行
書

の
手
本
と
さ
れ
る
。


